
2006「素材」をいかしたまちづくり
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みんなで考える「定住対策」

２５～２９歳の定着率
８２％以上

７ポイントＵＰ

多自然居住施策

少子化支援・
教育・

福祉施策の
充実

２０～２４歳の定着率
６８％以上

５ポイントＵＰ

子育てファミリー層の

Ｕ・Ｉターン施策

若者定住戦略（若者呼び戻し戦略）

100％

80％

60％

１５～１９歳　　　　　　　　　　　　　　　２０～２４歳　　　　　　　　　　　　　　　　　２５～２９歳

８３．４％
１５～１９歳時点の定着率
（国勢調査過去２回平均）

目
標

定
着

率

丹
波

市
の

定
着

率
の

現
状

7 ５．１％
２５～２９歳時点の定着率

（過去２回平均）

企業 誘致
雇用 対策 事業連携

UP

UP

○定住支援補助の整備
○企業・従業員の意向把握
○大学・若者などのワークショップ
○定住支援ホームページ
○定住情報の全国発信

○応相寺宅地分譲団地早期分譲
○優良田園住宅早期分譲
○多自然地域への誘導・支援

※若者だけでなく高齢
者の人にも必要

図３　若者の定着率の変化と定住対策

「
定
住
対
策
」
が
今
な
ぜ
必
要
か
？
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図１　年齢別人口割合の変化（将来予測）

「
定
住
対
策
」
っ
て
な
に
？

　

少
子･

高
齢
化
や
雇
用
機
会
の
不
足
な
ど
に
よ
る

生
産
年
齢
人
口(

15
歳
か
ら
64
歳
ま
で)

の
減
少
が
、

大
き
な
地
域
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
課

題
を
解
決
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
「
定
住
対
策
」

と
言
い
ま
す
。
丹
波
市
で
は
、
生
産
年
齢
人
口
の
比

率
を
あ
げ
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
丹

波
市
総
合
計
画
に
基
づ
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
「
定
住
対

策
」
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

子
ど
も
と
高
齢
者
の
多
い
ま
ち  

丹
波
市

�

丹
波
市
は
、
４
９
３
・
28
㎢
と
い
う
広
大
な
面
積

の
約
75
％
を
森
林
が
占
め
、
農
地
約
13
％
、
宅
地
わ

ず
か
３
％
で
集
落
が
点
在
す
る
人
口
密
度
が
低
い
ま

ち
で
す
。
高
齢
化
率
は
26
・
４
％
（
平
成
17
年
国
勢

調
査
推
計
値
）
で
、
兵
庫
県
や
全
国
平
均
、
周
辺
の

市
な
ど
と
比
較
し
て
も
高
い
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
口
も
、
平
成
17
年
に
は
７
０
，
８
１
３
人

（
国
勢
調
査
）
だ
っ
た
の
が
、
平
成
18
年
に
は
７
０
，

０
３
６
人
（
同
年
９
月
兵
庫
県
推
計
人
口
）
と
、
１

年
で
約
８
０
０
人
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
は
丹
波
市
に
限
っ
た
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
問
題
は
、
人
口
構
成
比
率
（
図
１
）

か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
丹
波
市
が
「
子
ど
も
と
高

齢
者
が
多
く
、
大
人
（
生
産
年
齢
人
口
）
が
少
な
い

ま
ち
」
で
あ
る
こ
と
で
す
。
そ
の
原
因
の
ひ
と
つ
と

し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、
高
校
卒
業
後
の
市
外
流
出

率
の
高
さ
で
す
。
篠
山
市
と
比
べ
て
も
そ
の
割
合
は

非
常
に
高
く
、約
２
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
（
資
料
①
）。

こ
の
ま
ま
で
は
、
今
後
さ
ら
に
急
速
に
人
口
減
少
が

進
む
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。　

資料①　高校卒業後の市外流出の状況

19 歳～ 24 歳の間の 5 歳階級の人口が平均 26.5％減少し続けている。

平成 18 年３月中の社会増減数（兵庫県推計人口）

丹波市 　△ 230 人（人口比０．32％）
篠山市 　△   77 人（人口比０．17％）

図２　将来目標人口と推計人口

平成 17 年国勢調査　　　　　　　平成 22 年　　　　　　　平成 27 年　

( 人 )

71,000

70,000

69,000

68,000

67,000

66,000

65,000

64,000

65,109 人

70,000 人

67,918 人

推計人口（県）

目標人口（総合計画）

推計人口（丹波市総合計画）
雇用・定住対策で

人口増を図る

目標人口と
推計人口の差
２，０８２人

ａ

70,813 人 �
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�
こ
れ
ら
は
決

し
て
他
人
事
で
は
な
く
、
み
ん
な
の
問
題
と

し
て
と
ら
え
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
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丹波市での暮らしを体験⇒定住・
地域の活力につながる

６３．０％
２０～２４歳時点の定着率
（国勢調査過去２回平均）

全　国 　　14.6％　　　　　　　　　　67.9％　　　　　　　　　17.3％　　

兵庫県　　15.0％　　　　　　　　　　68.0％　　　　　　　　　16.9％　　

丹波市　　16.1％　　　　　　　　　　59.2％　　　　　　　24.7％

年少（０～１４歳）　　生産年齢（１５～６４歳）　　　　老年（６５歳～）

現況（平成 12 年）

年少（０～１４歳）　　生産年齢（１５～６４歳）　　　　老年（６５歳～）

将来（平成２７年）

0％ 　　　　 20％　 　　　 40％　 　　　60％　 　　　 80％ 　　　　 100％ 0％ 　　　　 20％　 　　　 40％　 　　　60％　 　　　 80％ 　　　　 100％

全　国 　12.8％　　  　　　　　61.2％　　　　　      　　　　26.0％　　

兵庫県　13.3％　　　　   　　　61.3％　　　　　      　　　　25.4％　　

丹波市　15.4％　　　　　 　　54.3％　　　　　              　　30.3％

Ｑ　

だ
れ
の
た
め
の
定
住
対
策 

？

Ａ　

未
来
の
わ
た
し
た
ち
の

　
　

暮
ら
し
を
守
る
た
め
の
対
策
で
す
。

みんなで考える ｢ 定住対策」
～スローライフの楽しさをもっとたくさんの人に広めよう～

�　　　　������������



U ターンのすすめ
小橋昭彦さん（春日町中山）

出身地である春日に４年前に U ターン。仲間とともに市民活
動団体を設立し、ウェブサイト「田舎 .tv」の運営やツーリズ
ム企画に従事。田舎を武器にした地域おこし活動に携わる。
日経ビジネスオンラインにコラムを連載、「ここまでわかっ
た ? ！最新雑学の本」を著すなど文筆家としても活躍中。

田舎暮らしフォーラムの開催

日本建築学会 120 周年記念コンペ

丹波市の魅力情報の発信、移住への提案

丹波市在住の U・I ターン者が中心となって丹波市での暮らしを考える活
動や、NPO などの団体による移住を支援する活動などが行われています。

NPO やＵ･Ｉターン者などが

田舎暮らしや移住を支援する活動を展開

「田舎暮らし」の夢をかたちに　市分譲地のあっ旋

企業誘致など雇用の場の確保

今年度から新産業創造課に企業誘致係を
設置し、商工会と業務委託して、雇用の
場の確保に向けて取り組んでいます。全
国の大手企業や市内の企業の動向・意向
などを調査する企業向けアンケートや、
丹波市とつながりのある企業を訪問し選
定する企業訪問などを行っています。

子育て支援策

宅建協会との連携

「優良田園住宅地」と「応相寺分
譲宅地」について、兵庫県宅地建
物取引業協会のネットワークを活
用して宅地情報の発信を行い、移
住者の発見に努めます。

若者世代の U・I ターン者の住宅
取得を支援するため、応相寺宅地
分譲団地・優良田園住宅地（青垣
地域内）の分譲を行っています。
[ 応相寺宅地分譲団地 ]　
◇販売区画　１３区画 　
[ 丹波市優良田園住宅 ]　
◇販売区画　　３区画
　

宅地の分譲

市のホームページに定住ページ
を開設します（現在準備中）。分
譲情報・住まい方情報・移住を
サポートする情報など、丹波市
に住みたいと思った人が必要な
情報をまとめて掲載します。

ホームページの充実

神戸大学農学部研究員をアドバ
イザーとして、丹波市に住むか
らこそ実現できる具体的なライ
フスタイルを提示し、「自分ら
しい生き方」を探している若者
の U・I ターンを促進する支援
策を検討し、事業化します。

「丹波市での住まい方、働き方提案」ワークショップの開催

商工会と業務委託
企業訪問などを実施

「田舎暮らし」体験宿泊事業

応相寺宅地分譲団地（青垣生涯学
習のむら）の宅地購入を検討され
ている方や田舎暮らしを考えてお
られる方に、モデルハウスに滞在
してもらう、「田舎暮らし」体験
宿泊事業を行っています。
◇滞在期間　月～日曜日の 1 週
間以内　◇宿泊利用料　大人
5,000 円　子ども 2,500 円（高校
生は大人料金、小学校就学前児
童は無料）　◇食事は自炊（ＩＨ）
で、寝具は 4 人分貸し出し可。

宅地の分譲や

体験宿泊事業を展開

田舎暮らしに興味があっても、住
まいや近所づきあい、仕事など心
配ごとだらけ。そんな人たちに、
経験者の生の声を通して実際の田
舎暮らしを知ってもらおうと、阪
神間で２回にわたって開催されま
した（次回は1月に宝塚市で開催）。

子育て応援プラン

青垣町佐治市街地を舞台に、定住
と交流のふるさととなる魅力的な
まちづくりの計画案を提案する「美
しくまちをつくる  むらをつくる」
設計競技部門  。阪神間の学生をは
じめたくさんの人々が青垣のまち
や人にふれ、豊かな田園風景と古
いまちなみを活かしたたくさんの

「シナリオ」が提案されました。

丹波で自分らしく生きる

ライフスタイルを提案

現地見学会

保育料の３割を市が負担する軽減措置を合併時から
展開。さらに今年度から、３人目以降で３歳未満の
子どものある保護者に月額１万円を支給する「３チ
ャイルドすこやか支援事業」や、会員同士が子ども
の世話を一時的に有料で援助しあう「丹波市ファミ
リーサポートセンター事業」、子育て支援や出会い
の場づくりなどの活動に補助金を交付する「丹波
市少子化対策民間活動支援事業」を行っています。

「
子
ど
も
が
物
心
が
つ
く
ま
で

に
春
日
に
帰
り
た
い
と
思
い
、

４
年
前
に
Ｕ
タ
ー
ン
を
し
ま

し
た
。
こ
こ
は
、
子
ど
も
と

一
緒
に
暮
ら
す
環
境
に
最
適

で
、
安
心
し
て
『
外
で
遊
ん

で
お
い
で
』
と
言
え
る
場
所
。

カ
エ
ル
や
ト
ン
ボ
を
追
い
か

け
る
子
ど
も
た
ち
の
い
き
い

き
と
し
た
顔
を
見
る
と
、
帰

っ
て
き
て
よ
か
っ
た
な
と
思

い
ま
す
ね
。
ま
た
、
保
育
園

で
は
食
育
に
も
力
を
入
れ
て

お
ら
れ
て
、
地
域
の
方
の
畑

で
収
穫
さ
せ
て
も
ら
う
な
ど
、

生
き
た
体
験
が
で
き
る
の
も

う
れ
し
い
で
す
。
ず
っ
と
こ

こ
で
生
活
を
し
て
い
る
人
に

と
っ
て
は
、『
田
舎
＝
古
く
さ

い
と
こ
ろ
』
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
親

が
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
持

っ
て
い
て
は
、
子
ど
も
も
こ

こ
で
暮
ら
そ
う
と
は
思
わ
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
も
っ
と
自
分
の
住
ん
で

い
る
ま
ち
を
好
き
に
な
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

人
は
子
ど
も
の
こ
ろ
の
風
景

に
戻
る
と
言
い
ま
す
。
都
市

部
の
子
ど
も
た
ち
に
も
『
丹

波
』
を
体
験
で
き
る
機
会
を

与
え
、
い
か
に
丹
波
市
を
心

の
ふ
る
さ
と
と
感
じ
る
人
を

増
や
せ
る
か
、
ま
た
、
田
舎

を
体
験
し
た
子
ど
も
た
ち
が

大
き
く
な
っ
て
丹
波
を
訪

れ
、
住
ん
で
み
た
く
な
る
よ

う
な
ま
ち
に
で
き
る
か
と
い

っ
た
、
長
い
目
で
見
た
取
り

組
み
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
丹
波
で
し
か
受
け
ら
れ

な
い
『
教
育
』
が
あ
る
と
、

さ
ら
に
子
育
て
世
代
に
と
っ

て
魅
力
的
な
ま
ち
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。」

������������　　　　�

支援策を探るメンバー

三野さんファミリー（尼崎市在住）
「1 週間の宿泊体験をとても楽し

みにしていました。自然に囲まれ、
子どももとてもいきいきとしてい
ます。こんなところで家族みんな
で暮らせるといいですね。」

ほ
ど
よ
い
距
離
感
を
保
ち
な

が
ら
、 

ま
ち
も
人
も
も
っ
と

オ
ー
プ
ン
に
な
ろ
う

「
丹
波
市
で
の
住
ま
い
方
、
働

き
方
提
案
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
、
こ
れ
か
ら
の

定
住
促
進
に
向
け
て
、『
夢
の

あ
る
生
き
方
提
案
』
を
し
て

い
ま
す
。
現
実
問
題
と
し
て

高
齢
化
な
ど
に
よ
る
影
響
が
、

田
畑
の
荒
廃
や
継
承
す
べ
き

伝
統
芸
能
の
担
い
手
不
足
な

ど
色
々
な
所
で
地
域
に
も
で

て
、
今
後
さ
ら
に
深
刻
な
事

態
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。『
今
の
ま
ま
静
か
な
地
域

で
過
ご
し
た
い
』
と
思
っ
て

い
て
も
、
年
々
年
を
重
ね
て

い
る
の
で
す
か
ら
、『
現
状
維

持
』
は
『
衰
退
』
と
同
じ
。

地
域
活
性
化
と
は
、
人
・
も
の
・

お
金
・
情
報
の
動
き
を
活
発

に
す
る
こ
と
で
す
。『
丹
波
市

で
こ
れ
が
し
た
い
』
と
い
う

目
的
意
識
や
夢
を
持
っ
た
人

が
入
っ
て
く
る
こ
と
で
地
域

が
よ
り
活
性
化
し
、
魅
力
的

な
ま
ち
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

ほ
ど
よ
い
距
離
感
を
保
ち
な

が
ら
、
ま
ち
も
人
も
オ
ー
プ

ン
に
し
て
人
の
出
入
り
を
つ

く
る
こ
と
が
、
自
分
た
ち
の

幸
せ
に
つ
な
が
る
と
い
う
認

識
を
み
ん
な
で
持
つ
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。」

観
光
も
定
住
も

問
題
の
原
点
は
同
じ

「
丹
波
市
の
中
心
部
は
、
こ
の

10
年
で
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。
大
型
店
舗
が
建
ち
並
び
、

生
活
も
便
利
に
な
り
ま
し
た

が
、『
丹
波
市
の
魅
力
』
と
し

て
考
え
る
と
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
そ
こ
に
『
丹
波
市
ら
し

さ
』
は
あ
る
か
と
い
う
こ
と

で
す
。
便
利
な
よ
う
に
変
わ

っ
て
い
く
と
き
、
そ
の
変
わ

り
方
が
問
題
で
す
。
丹
波
市

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
し

っ
か
り
と
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
、

方
向
性
を
持
た
せ
な
け
れ
ば
、

外
に
向
け
て
魅
力
を
発
信
し

て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ど
こ
に
で
も
あ
る
開
発
の
結

果
、
同
じ
顔
を
し
た
地
域
に

な
る
の
で
は
な
く
、
魅
力
あ

る
丹
波
市
を
つ
く
る
に
は
、

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
だ
し
た

展
開
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

観
光
も
定
住
も
、
原
点
は
同

じ
と
こ
ろ
に
あ
る
と
思
い
ま

す
。」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

能口秀一さん（氷上町常楽）

12 年前に丹波市へ移住。「たんば
田舎暮らしフォーラム」でパネ
リストとして体験発表するなど、
移住を支援する活動を展開。

移
住
を
支
援
す
る
活
動

を
展
開

中塚雅也さん
神戸大学農学部地域連携
セ ン タ ー 研 究 員、( 財 )
兵庫丹波の森協会丹波
の森研究所専門研究員

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は

｢
出
生
を
伴
う
若
者
世
代
」

�
将
来
目
標
人
口
の
達
成
に
向
け
継
続

し
た
取
り
組
み
を
す
す
め
る
た
め
、
タ

ー
ゲ
ッ
ト
を
「
出
生
を
伴
う
若
者
世
代
」

に
絞
り
、
市
外
へ
の
流
出
を
食
い
止
め

る
と
と
も
に
、
近
隣
市
町
か
ら
の
Ｕ
・

Ｉ
タ
ー
ン
を
促
進
。
定
住
し
や
す
い
条

件
整
備
や
雇
用
対
策
、
子
育
て
支
援
策

の
充
実
な
ど
、
定
住
人
口
の
増
加
に
有

効
な
事
業
を
、
重
点
的
・
集
中
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

市役所企画課定住対策係 ☎８２‐０９１６問
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�遊　工　房　　　（山南農産物処理加工及び実習施設）　☎７０－８８００　ＦＡＸ７０－８８０１　

☆薬草染め教室　５００円～２，５００円
１２月９日（土）ザクロ染め
１２月１５日（金）藍絞り染め
☆葛のつる教室　１，５００円
１２月１７日 ( 日 )
正月の壁掛けで新春を迎えよう
☆押し花教室　１，３５０円
１２月１０日（日）優しい彩りの押し花で食卓
を和やかに　お箸袋（５袋）
☆パンづくり体験教室　1 人５００円
山南地域で栽培した小麦（全粒紛）を使ったパ
ンづくり。１０人以上で 1 週間前までにご予約
ください。

♪各教室の開催時間　
　午後１時３０分～
♪申込方法　各教室開催日の 1 週間前まで　に
電話または FAX でお申し込みください。

葛のつる体験教室からのお知らせ
葛のつるインストラクターが、新たに１０人誕
生しました。講師陣も益々充実して、みなさま
のお越しをお待ちしています。葛のかごを編み
ながら楽しいひとときを過ごしませんか。わか
りやすく、ていねいに指導します。おひとりで、
また、お友だちとご一緒に、遊工房に遊びに来
てください。
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丹
波
市
が
発
足
し
て
２
年
が
経
ち

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
感
想
と
、
今
後
の
抱

負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。   

　

11
月
１
日
は
丹
波
市
の
誕
生
日
で
す
。
２

歳
に
な
り
ま
し
た
。
一
昨
年
、
台
風
23
号
災

害
復
旧
事
業
か
ら
出
発
し
て
、
今
日
ま
で
無

我
夢
中
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。
旧
６
町
か
ら

の
引
き
継
ぎ
事
項
を
実
現
す
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
新
市
を
建
設
し
て
い
く
た
め

の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
し
て
、
丹
波
市
の
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
や
施
策
の
方
向
性
を
示
す
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
的
な
指
針
で
あ
る
「
丹
波
市
総
合

計
画
」
を
策
定
し
、
長
期
10
年
間
の
基
本
構
想
と
前

期
５
年
間
の
基
本
計
画
に
つ
い
て
市
議
会
の
承
認
を

得
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
行
政
改
革
大
綱
並
び
に
そ
の

実
施
計
画
を
１
０
１
項
目
に
わ
た
っ
て
設
定
し
ま
し

た
。
今
後
は
こ
れ
を
着
実
に
実
施
し
て
、
財
政
の
健

全
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
に
も

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
で
痛
み
を
我
慢
し
て
い
た
だ
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、丹
波
市
発
展
の
た
め
、強
固
な
礎

づ
く
り
に
ご
理
解
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
市
長
に
立
候
補
し
た
と
き
、
み
な
さ
ん
に
示

し
た
具
体
的
施
策
５
点
、
①
「
心
の
合
併
」
の
実
施

（
丹
波
市
の
一
体
性
を
強
固
な
も
の
に
す
る
）、
②
健

康
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
（
少
子
高
齢
化
に
対
応

し
た
安
全
安
心
な
ま
ち
に
す
る
）
③
自
主
創
造
の
教

育
（
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
丹
波
っ
子
の
育
成
）
④

快
適
な
生
活
環
境
の
創
造
（
住
み
た
い
、
住
ん
で
よ

か
っ
た
ま
ち
づ
く
り
）
⑤
財
政
基
盤
の
確
保
（
厳
し

い
財
政
へ
の
対
応
と
地
方
分
権
へ
の
対
応
）
を
、
そ

れ
ぞ
れ
公
約
と
し
て
常
に
心
に
刻
み
や
っ
て
き
ま
し

た
。
今
後
も
、
公
約
を
積
極
的
・
具
体
的
な
形
で
展

開
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
丹
波
市
の
発
展
が
実
感

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
引
き
続
き
職
員
一
丸
と
な

っ
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

������������

兵庫・丹波もみじの里ハーフマラソン大会で号砲

１１月５日に行われた「第２９回兵

庫・丹波もみじの里ハーフマラソン大

会」の開会式に出席し、全国から集ま

った選手のみなさんに、歓迎のごあい

さつと激励の言葉を述べました。また、

ハーフマラソンの部では号砲係をつと

め、すがすがしく晴れ渡る空にスター

トの号砲が力強く響きました。
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  金屋誌

編
纂

事
業

   山
南

町

金
屋自治会　おらがむ

ら
の

む
ら

自
慢

 20
06.11

Ｎｅｗｓ　Ｌｅｔｔｅｒ

地域の歴史を知る金屋誌を編集
山南町金屋

山を背に扇形に開け、篠山川や谷川のゆったりとしたまちなみを
見渡す山南町金屋（森田豊一自治会長）。今も十三塚などの史跡や
古文書が数多く残されています。この貴重な歴史遺産を整理する
とともに、昭和から平成にかけてめまぐるしく変化する時代や集
落の歩みを記録として後世に伝えたいと、平成 16 年から 2 年間
にわたって金屋誌が編集されました。今回は、発起人として編集
作業に携わってこられた森田会長にお話をお伺いしました。

　

「
私
た
ち
が
幼
い
こ
ろ
は
、
毎
日
学
校
か
ら
帰
る
と
牛
を
散

歩
に
連
れ
出
し
、
牛
で
田
ん
ぼ
が
う
ま
く
鋤
け
る
よ
う
に
な
る

と
『
一
人
前
』
と
言
わ
れ
な
が
ら
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
米
づ

く
り
を
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
農
作
業
は
昭
和
35
年
ご
ろ

か
ら
徐
々
に
機
械
化
さ
れ
、
ほ
場
整
備
や
上
下
水
道
の
整
備
な

ど
生
活
様
式
も
急
速
に
変
化
。
戦
前
の
様
子
を
知
る
長
老
が
ご

健
在
の
こ
の
機
会
を
逃
し
て
は
古
い
生
活
文
化
は
埋
没
し
て
し

ま
う
と
思
い
、
金
屋
誌
の
編
集
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。
集
落

内
の
約
10
人
の
方
に
委
員
を
お
願
い
し
、
歴
史
部
会
や
生
活
様

式
・
行
政
部
会
な
ど
３
つ
の
分
科
会
を
設
け
、
編
集
作
業
は
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
集
落
内
の
み
な
さ
ん
に
も
、
資
料
や
写
真

の
提
供
、
人
口
分
布
図
作
成
の
た
め
の
世
帯
調
査
な
ど
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
編
集
作
業
は
進
み
ま
し
た
。」

　

Ａ
４
版
１
０
５
ペ
ー
ジ
の
誌
面
で
は
、
集
落
の
起
源
や
歴
史
、

生
活
文
化
、
ま
つ
り
、
自
然
、
集
落
内
に
伝
わ
る
昔
話
な
ど
を

カ
ラ
ー
で
見
や
す
く
紹
介
。
と
て
も
充
実
し
た
内
容
で
、
編
集

作
業
の
大
変
さ
が
伺
え
ま
す
。
中
で
も
、
高
座
神
社
の
社
が
建

設
さ
れ
た
元
慶
３
（
８
７
９
）
年
か
ら
現
在
ま
で
を
ま
と
め
た

年
表
の
資
料
集
め
に
苦
労
さ
れ
た
と
か
。

　

「
県
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
の
助
成
金
や
各
戸
か
ら
の
協
力

金
な
ど
で
１
５
０
冊
の
立
派
な
金
屋
誌
が
完
成
し
ま
し
た
。
今

後
50
年
、
１
０
０
年
と
時
代
が
流
れ
る
に
つ
れ
、
集
落
の
歴
史

を
知
る
貴
重
な
資
料
と
し
て
、
ま
す
ま
す
価
値
が
出
て
く
る
も

の
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
金
屋
誌
を
通
し
て
歴
史
や
伝

統
を
語
り
継
ぐ
と
と
も
に
、
神
楽
な
ど
の
伝
統
文
化
を
大
切
に

守
り
伝
え
、
み
ん
な
が
ふ
る
さ
と
を
こ
よ
な
く
愛
す
住
み
よ
い

集
落
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。」

　

地
域
を
愛
す
る
心
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
編
集
さ
れ
た
「
金
屋

誌
」。
地
区
の
財
産
と
し
て
、
い
つ
ま
で
も
大
切
に
受
け
継
が

れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

文章を少なくし、カラー写真
で見やすく編集された金屋誌
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平
成
19
年
度
か
ら

三
位
一
体
改
革
に
よ
っ
て

住
民
税 
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す

　

市
や
県
が
よ
り
身
近
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
た
め
、　
「
地
方
で
で
き

る
こ
と
は
地
方
に
」
と
い
う
方
針
の

も
と
、
現
在
「
三
位
一
体
改
革
」
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
三
位
一
体
改
革
」
と
は
、

① 

国
庫
補
助
金
を
減
ら
す　

② 

税
源
を
地
方
に
移
譲
す
る

③ 

地
方
交
付
税
を
見
直
す

の
三
つ
の
改
革
を
一
度
に
す
す
め
る

こ
と
で
す
。

　

平
成
19
年
度
か
ら
、
②
の
税
源
移

譲
に
よ
り
、
所
得
税
（
国
）
か
ら
住

民
税
（
市
県
民
税
）
へ
３
兆
円
が
移

譲
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
平
成

19
年
度
か
ら
の
住
民
税
が
大
き
く
変

わ
り
ま
す
。
今
回
は
、
税
源
移
譲
に

よ
る
み
な
さ
ん
の
税
負
担
の
変
化
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

住
民
税
の
所
得
割
の
税
率
は
、
従
来
３
段
階
の
超
過
累

進
構
造
（
課
税
所
得
が
一
定
額
を
超
え
た
分
に
つ
い

て
税
率
が
上
が
る
）
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
課
税

所
得
の
多
い
少
な
い
に
関
わ
ら
ず
課
税
所
得
に
対
し
て
一

律
10
％
（
県
４
％
＋
市
６
％
）
の
比
例
税
率
と
さ
れ
ま
し
た
。

  0          200　   700   　      

課税所得　　「所得金額」から基礎控除、扶養控除、社会保険料控除、
生命保険料控除など「所得控除」を差し引いた残りの金額のことで、
これに税率をかけたものが「税額」となります。

　
　
　

税
源
移
譲
に
よ
っ
て
住
民
税
が
増
え
て
も

　
　
　

所
得
税
が
減
る
た
め
、
負
担
の
合
計
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。

　

[ 納税者負担額の試算 ]

モデルケース
（扶養親族等が配偶者と子ども二人の場合）

＊事業所得等の場合は、表の所得金額を基準に参考にしてください。
＊一定の社会保険料など ( 給与の１割相当の額）が控除されるものとして計算しています。
＊子どものうち１人を 16 歳～ 22 歳の特定扶養親族としています。
＊税源移譲による負担変動を示すもので、定率減税および住民税の均等割額は含みません。

Ａ Ｑ
住
民
税
は
ど
の
よ
う
に
変
わ

る
の
？

所
得
割
の
税
率
が
10
％
に
統
一

さ
れ
ま
す
。

結
局
、
税
負
担
は
増
え
る
の
？

住
民
税
の
所
得
割
が
一
律
10
％
に
改
正
さ
れ
る
の
に
伴
い
、
所
得

税
（
国
税
）
の
税
率
も
平
成
19
年
度
か
ら
見
直
さ
れ
、
次
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。

[ 住民税率のフラット化 ]

例）課税所得が 300 万円の場合

改正前　200 万円× 5％＋ (300 － 200 万円 ) × 10％＝ 20 万円

改正後　300 万円× 10％＝ 30 万円　1.5 倍

 一律１０％

１８年度まで １９年度から

５％

１０％ 

１３％

( 万円 )  0          200　   700   　      ( 万円 )

国
国庫補助金

地方交付税

住民税
（市民税・県民税）

所得税

行政サービス

国
国庫補助金

地方交付税
所得税

（３兆円減）

行政サービス

住 　民 住 　民

[ 税源移譲 ]

な
ぜ
税
源
移
譲
が
必
要
な
の

で
す
か
？

　
　

よ
り
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

　
　

を
効
率
よ
く
行
う
た
め
で
す
。

　 Ａ Ｑ三
位
一
体
改
革
は
、
市
や
県
な
ど
の
地
方
公
共

団
体
が
自
主
性
を
発
揮
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
が
、
県
や
市
は
、
国
が
国
税
と
し
て
集

め
た
財
源
の
中
か
ら
国
庫
補
助
金
を
受
け
て
一
部
の

事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
行
財
政
シ
ス
テ
ム
は

必
ず
し
も
自
主
性
が
高
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
こ
の

た
め
、
地
方
公
共
団
体
が
自
主
的
に
財
源
を
確
保
し
、

住
民
に
と
っ
て
本
当
に
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
自

ら
の
責
任
で
よ
り
効
率
的
に
行
え
る
よ
う
、国
税
（
所

得
税
）
か
ら
地
方
税
（
住
民
税
）
へ
税
そ
の
も
の
の

形
で
３
兆
円
の
税
源
移
譲
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

5％

10％ 

20％
23％

40％

33％

10％ 

20％

30％

37％

[ 所得税の税率構造の変化 ]

平成 18 年分まで 平成 19 年分から

� � � � � � �

給与収入 所得金額

税源移譲前（単位：円）

所得税 住民税 合計

300 万円 192 万円 0 9,000 9,000

500 万円 346 万円 119,000 76,000 195,000

700 万円 510 万円 263,000 196,000 459,000

900 万円 690 万円 516,000 356,000 872,000

� � � � � � �

税源移譲後（単位：円）

所得税 住民税 合計

0 9,000 9,000

59,500 135,500 195,000

165,500 293,500 459,000

418,500 453,500 872,000

� � � �

移
譲
前

移
譲
後

[ 用語説明］

国庫補助金　　　　　　　国庫補助金は国庫支出金の一つで、県や市からの要望により国が資金の使い道（事業）を指定して与えるお金。

地方交付税　　　　　　　地方公共団体の格差を解消するため、過疎の村など、税収が少ないところに多く与えられるお金。

所得税（国税）������税務署に納めていただく税金で、給与所得者は給与から源泉徴収により納めるのが通例です。

住民税（市民税と県民税）   　市役所に納めていただく税金で、「特別徴収（給与天引）」と納付書により年４回に分割して納める「普通徴収」 

                        　　　　　　 とがあり、県民税は市から県に一括して送金します。

市 県  市 県  

[ 用語説明］

住民税
（市民税・県民税）

（３兆円増）
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住
民
税
の
課
税
の
際
に 

人
的

　
　
　

控
除
額
の
差
額
に
よ
る
減
額

調
整
を
行
い
ま
す
の
で
、 

負
担
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。　

[ 住民税と所得税の主な人的控除 ]

市役所税務課 ☎８２‐１００１（代表）

こ
の
控
除
差
に
よ
り
、
所

得
金
額
や
税
率
が
同
じ

で
も
住
民
税
額
は
所
得
税
額

よ
り
も
多
く
な
り
、
住
民
税
の

税
率
を
引
き
上
げ
所
得
税
の

税
率
を
引
き
下
げ
た
だ
け
で

は
、
税
負
担
が
増
え
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
個
々
の
納

税
者
の
「
人
的
控
除
の
差
額
ま

た
は
課
税
所
得
金
額
」
の
５
％

相
当
額
な
ど
を
住
民
税
か
ら

減
額
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
税

源
移
譲
の
前
後
で
「
住
民
税
＋

所
得
税
」
の
納
税
者
の
税
負
担

が
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
調
整

し
ま
す
（
調
整
控
除
）。

地
震
保
険
料
控

除
で
は
、
地

震
保
険
料
の
２
分

の
１
の
額
（
最
高

２
万
５
千
円
）
が

所
得
控
除
さ
れ
、

経
過
措
置
と
し
て

平
成
18
年
12
月
31

日
ま
で
に
締
結
さ

れ
た
長
期
損
害
保

険
契
約
に
係
る
保

険
料
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
損
害
保
険

料
控
除
が
適
用
さ

れ
ま
す
。
な
お
、

所
得
税
も
同
様
に
、

地
震
保
険
料
控
除

（
地
震
保
険
料
の
全

額
。
最
高
５
万
円
）

の
制
度
が
創
設
さ

れ
ま
す
。

税
率
の
合
計
が
同
じ
で
も
、

所
得
控
除
額
な
ど
が
違
う
と

負
担
が
増
え
る
の
で
は
？

所
得
税
と
住
民
税
で
は
、
扶
養
控
除
や
基
礎
控

除
な
ど
の
人
的
控
除
額
に
差
が
あ
り
ま
す
（
所

得
税
の
方
が
控
除
額
が
多
い
）。

区分 住民税 所得税 控除額の差

基礎控除 ３３万円 ３８万円 ５万円

配偶者控除 ３３万円 ３８万円 ５万円

扶養控除 ３３万円 ３８万円 ５万円

特定扶養控除 ４５万円 ６３万円 １８万円

� � � � �

景
気
対
策
の
た
め
暫
定
的
な
税
負
担
の
軽
減
措

置
と
し
て
導
入
さ
れ
た
定
率
減
税
は
、
税
制

改
正
に
よ
り
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
平

成
18
年
度
は
、
所
得
税
は
算
出
税
額
の
10
％
（
上
限

12
万
５
千
円
）、
住
民
税
で
は
算
出
税
額
の
7.5
％
（
上

限
２
万
円
）
が
、そ
れ
ぞ
れ
軽
減
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
ら
の
制
度
は
、
平
成
19
年
度
（
所
得
税
は
平
成

19
年
分
、
住
民
税
は
平
成
19
年
度
分
）
か
ら
な
く
な

り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
税
源
移
譲
に
よ
る
税
負
担

は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
定
率
減
税
廃
止
に
よ
る
税
負

担
は
増
え
ま
す
。

住
宅
ロ
ー
ン
減
税
に
つ
い
て
は
、
平
成
18
年
ま

で
の
入
居
者
の
う
ち
、
今
回
の
税
源
移
譲
に

よ
っ
て
平
成
19
年
以
降
の
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
に
よ
る
減
税
額
が
減
っ
て
し
ま
う
場
合
に
は
、
申

請
に
よ
り
翌
年
度
の
住
民
税
で
減
額
調
整
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
平
成
18
年
分
の
所
得
税

か
ら
、
昭
和
56
年
５
月
以
前
の
建
築
住
宅
に
一
定
要

件
の
も
と
に
耐
震
改
修
工
事
を
実
施
さ
れ
た
場
合
の

税
額
特
別
控
除
の
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

Ａ Ｑ
　
　
　

 

定
率
減
税
は
平
成
18
年
度
で

　
　
　

廃
止
さ
れ
ま
す
。 

住
宅
ロ
ー
ン

減
税
は 

住
民
税
で
次
の
よ
う
に
措
置

さ
れ
ま
す
。

定
率
減
税
と
住
宅
ロ
ー
ン
減

税
は
ど
う
な
る
の
？

　
　
　

平
成
20
年
度
か
ら
損
害
保
険

　
　
　

料
控
除
を
廃
止
し
て
、
地
震
保

険
料
控
除
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

地
震
保
険
料
の
控
除
が
で
き
る

と
聞
き
ま
し
た
が
？

ＱＡ

問

[ 地震保険料控除の創設 ]

長期損害保険

短期損害保険

地 震 保 険　　　  新設
������������ ���������� �

Ｈ 18.12.31 までの契約分のみ

������������ ���������� �

��������������� ���������� ���������������� ���������� �

������������ ���������� �

����������� ��������� �

長期損害保険　　   継続

新しい地震保険料控除これまでの損害保険料控除

廃止

○８１歳の年寄りですが、いつも楽し
みに待っています。
○行政と市民の間の架け橋として、広
報は重要な役目を果たしているので、
予算の都合もありますが、できるだけ
多方面の分野にわたって広報活動を展
開していただきたい。
○（むら自慢のコーナーの）福田おい
やか村は、村おこしでがんばっておら
れる様子が分かりました。どこの地区
でも、高齢化が進む中で地区を活性化
していくことのむずかしさを先進地区
を載せていただくことによって、ヒン
トが得られてよかったです。
＊編集内容
○ちょっと堅苦しく、飛びつきにくい
点があるように思います。もっと親し
みやすく、分かりやすくしたほうが良
いと思う。
○全体に活字が小さく、文字数が多く、
行間も小さいので、読みにくい。
○広報はページ数が多くて、途中で嫌
になる。活字ばかりで飽きる。
○少し内容が多すぎて読むのに苦労する
面がある。写真をできるだけ多くし、も
う少し字を大きくしてほしい。
○手にとって読んでみたくなるよう
に、記事も工夫・研究してみてくださ
い。市になって大きくなると、広報だ
けが頼りです。
＊防災行政無線
○各部門と連絡して集約の後放送するな
ど時刻はまとめて放送してほしい。
○内容について日々の放送で本当に必
要なものなのか、再度検討してほしい
ものもある。

［放送時間について］
◇市役所からの全市放送　午前７時と
午後７時 30 分    （毎週火・木・土）
◇各支所からの地域放送　午前７時
３０分と午後８時（随時）
◇この他、各小中学校・各自治会からの
お知らせなども随時流れています。
※上記の時間帯に各公民館などからの
放送をされますと、市からの放送が流
れない場合があります。市からの放送
時間の前後 10 分は、放送を控えてい
ただきますようお願いします。

［放送内容について］「防災」情報と「行
政」情報をお届けしています。

［音量について］各ご家庭の機械でボ
リュームを調整していただけます。緊
急時の放送は自動的に最大音量になり
ますのでご了承ください。

［雑音について］市役所生活安全課
☎８２‐１５３２までお問い合わせく
ださい。

６
町
が
合
併
し
、
広
報
「
た
ん

ば
」
を
お
届
け
し
て
２
年
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
毎
月
広

報
を
発
行
し
て
い
る
も
の
の
、
お
知

ら
せ
な
ど
が
中
心
で
、
行
政
か
ら
の

一
方
通
行
で
終
わ
っ
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
み
な
さ
ん
の

広
報
「
た
ん
ば
」
に
対
す
る
思
い
を

お
伺
い
し
、
今
後
の
広
報
紙
づ
く
り

に
役
立
て
よ
う
と
、
広
報
紙
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の

一
部
と
み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

広報「たんば」に関するアンケート調査結果より

みんなが望む 広報「たんば」

問 市役所総務課秘書広報係
　 ☎８２‐１００２

��　　　　������������

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ
て
、
広
報
が

担
う
役
割
の
大
き
さ
を
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。
広
域
に
な
り
、
行
政
と
市
民
の
み

な
さ
ん
を
つ
な
ぐ
ツ
ー
ル
（
手
段
）
と
し
て
、

限
ら
れ
た
紙
面
の
中
で
、
い
か
に
み
な
さ

ん
が
必
要
と
さ
れ
る
情
報
を
お
伝
え
し
て

い
く
か
が
、
こ
れ
か
ら
の
広
報
「
た
ん
ば
」

の
課
題
で
す
。
ま
た
、
た
く
さ
ん
の
方
々

に
紙
面
に
登
場
し
て
い
た
だ
き
、
市
民
の
み

な
さ
ん
と
一
緒
に
広
報
「
た
ん
ば
」
を
つ
く

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
意

見
や
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

［その他の意見］    ○市民の投稿コーナー　○市内で
色々な分野で活躍している人や地域でがんばる若者○
若者も関心の持てること　○教育･学校などについて○
環境問題・動物愛護　○暮らしに役立つ情報　○お年
寄りで健康づくりに努力されている方の投稿　○防災
面で要注意の場所（水害や山崩れ）や交通事故の多発
箇所○暮らしに結びつく分かりやすくほっとな法律の
話　○丹波はひとつをイメージした取り組み　○住民
の本音が反映される記事（特集）

調査 DATA

調査期間　　9 月１日～ 10 月 4 日
調査対象　　住民基本台帳から 800
　　　　　　人を無作為抽出
調査方法　　郵送

回収率　37.9％

興味のある
ところだけ
読む 59.5％

すべて読
む 30.3％

読 ま な
い 9.9％

問　広報たんばを読みますか

Ａ

ふくしとけん
こう 23.2％

地域づくり活動
20.3％

特集 15.3％

表紙 9.0％

訊かせて市長
さん 8.4％

教育たんば
　7.7％

トピック
ス７.0％

人権・消費ニ
ュース  4.5％

その他
2.0％

無回答
2.3％

Ａ

どちらかと
いえば

読みやすい
57.9％

どちらかと
いえば

読みにくい
19.0％

読みやすい
21.2％

100％
　

 80％
 　

 60％

40％
 

 20％ 
　

 0％
20 代　　　 30 代　　   40 代　        50 代       　60 代　     70 代以上

無回答

その他

子育て

福祉

健康
税

興味がある記事やコーナーについて 読みやすさについて

もっと充実させてほしい分野ついて（年代別）

市民のみなさんからの声
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第３話　
「都市計画区域に指定されると
（その１）～建築確認申請～」

����

　
「
都
市
計
画
区
域
」
に
な
る
と
ど
の
よ
う
に

変
わ
り
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
手
続
き
が

必
要
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
都
市
計
画
区
域
で
は
、
安
全
で
安
心
な
建

築
物
を
建
て
る
た
め
に
、
都
市
計
画
法
、

建
築
基
準
法
が
適
用
さ
れ
、
土
地
の
使
い
方
や

建
物
の
建
て
方
で
一
定
の
ル
ー
ル
に
基
づ
く
開

発
許
可
や
建
築
確
認
な
ど
の
手
続
き
が
必
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。

・建築制限の調査（建ぺい率、容積率）
・道路の有無（接道義務）
・その他の調査（農地転用、給排水等）

　建　築　の　計　画　
　　　　　　　　　　　　 　　

建築確認申請の作成
（どちらかに提出）

　　丹波市役所へ提出　　または　民間確認検査機関へ提出
　　　　　　　　　　

　　兵庫県丹波県民局で
　　建築主事による審査　
　

　建　築　確　認　済　証　の　交　付　
　　

　建　築　工　事　着　工　

（中間検査）

　完　了　検　査　

　検　査　済　証　

　使　用　開　始　

①　

開
発
許
可
な
ど

・
都
市
計
画
法
に
基
づ
き
、
３
，
０
０
０
㎡
以
上

の
開
発
は
県
知
事
の
許
可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

・
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
き
、
５
，
０
０
０

㎡
以
上
の
土
地
取
引
は
県
知
事
へ
の
届
出
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

②　

都
市
計
画
区
域
内
の
建
築

　

建
築
さ
れ
る
建
物
が
地
震
に
強
く
安
全
で
健

康
的
で
あ
り
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
や
生
活
に

支
障
の
な
い
よ
う
、
都
市
計
画
法
や
建
築
基
準

法
に
照
ら
し
て
、
少
な
く
と
も
最
低
の
基
準
を

満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
確
認
を
受
け
て
か

ら
建
築
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

建
築
し
よ
う
と
す
る
敷
地
や
設
計
内
容
が
建
築

基
準
法
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
判
断
す

る
た
め
、
建
築
士
に
設
計
を
依
頼
し
、
設
計
図

書
を
作
成
し
て
も
ら
い
、
工
事
に
入
る
前
に
「
建

築
確
認
申
請
」
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

○
新
築
の
場
合　

　

す
べ
て
の
建
物
に
建
築
確
認
申
請
が
必
要
で
す
。

○
増
築
、
改
築
、
移
転
、
大
規
模
な
修
繕
や
模

様
替
え
の
場
合

　

延
床
面
積
10
㎡
を
超
え
る
建
物
に
の
み
建
築

確
認
申
請
が
必
要
で
す
。

※
こ
の
手
続
き
を
せ
ず
に
着
工
し
た
り
、
建
築
基

準
法
に
違
反
し
た
建
物
を
建
て
た
場
合
は
、
工
事

中
止
命
令
が
出
た
り
、
住
宅
金
融
公
庫
な
ど
か
ら

の
融
資
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

③　

都
市
計
画
区
域
外
の
建
築

　

「
木
造
３
階
建
て
以
上
」、「
木
造
以
外
の
２
階

建
て
以
上
」、「
特
殊
建
築
物
」
の
建
物
を
新
築
な

ど
す
る
場
合
は
、
工
事
に
着
手
す
る
前
に
建
築
確

認
申
請
を
提
出
し
、
建
築
基
準
法
な
ど
に
適
合
し

て
い
る
こ
と
の
確
認
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
以
外
の
建
物
を
建
築
す
る
場
合

は
「
建
築
工
事
届
」
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

次
回
は
、
建
築
基
準
法
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

答 ？
ご存じですか？　
建築物を建てるときの手続きを！

��������人権啓発コーナー

��������������

　ある日、公共施設のトイレ掃除をしな
がら考えました。「どうしてこんなに汚れ
たままなのかな？」「汚したままトイレ
から出て行く人は、自宅でもそうなのか
な？」「子どもがこの汚れたままのトイレ
に入ったら、どう思うかな？」・・・以前、
小学生たちに「家の中で一番汚いところ
はどこ？」と尋ねると、すぐに皆から「ト
イレ！」という返事が返ってきたことを
思い出しました。

きっと多くの人にとって、汚れひとつ
ない、掃除が行き届いたトイレを使うと
気持ちよく感じられると思います。中に
は「そんなことどうでもいい」という人
もいると思いますが、やはり私たちにと
って、気持ちよく、心地よいのが一番です。

だれもが気持ちよくトイレを使うため
には、一人ひとりの心がけ、相手を思う
心、そしてみんなで取り組もうとする姿
勢があれば、きっと解決すると思います。
この視点こそが人権感覚を育てる大切な
ヒントになると考えています。
「人権って難しくて…自分には関係な

いし…」。いえいえ、普段の生活の中から
見えてくる「人権」もあるはずです。あ
なたが自分で考え自分で
行動する主人公として、
心豊かで心地よく生きて
いくためにも、今一度「人
権の視点」で日常生活を
見直してみましょう。

‐１２月４日から１０日は人権週間です‐

１９４８年（昭和２３年）１２月１０日、
国際連合の第３回総会で世界人権宣言が
採択されました。その日を記念し、国際
連合は、毎年この１２月１０日を「人権
デー」として、加盟国などに人権思想の
啓発のための行事を実施するように呼び
かけています。日本では、毎年１２月４
日から１０日までを「人権週間」と定め、
講演会の開催や街頭啓発など、全国的な啓
発活動を展開しています。

１２月１０日～１６日
「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」

- 変わります！農業所得の申告方法 -

農業所得（水稲）申告の収支計算書等
記入説明会のお知らせ

　平成１８年産分の申告から、農業所得の申告方法が、必
要経費を差し引いた収支計算による方法に変わります。市
では、収入・経費関係の書類の整理や帳簿（経費のまとめ）
のつけ方、添付していただく収支計算書の記載方法などに
ついての説明会を開催します。受講を希望される方は、計
算機、筆記用具、収入のわかる書類、肥料や農薬・その他
経費の領収書などをご持参のうえ参加してください。
　なお、今回から農業も事業収入扱いになりますが、生産
されたお米や野菜が自家消費だけの農家の方は、農業申告
の必要はありません。     
◇定員　１回あたり７０人～９０人（和田出張所のみ４０
人程度）。受講予定人数を超える場合はお待ちいただく場合
がございますので、あらかじめご了承ください。

[ 説明会日程と会場 ]

＊対象地域外の他の日程会場に参加いただくこともできます。 

じ ん け
ん の
と び ら

    

日・会場 部 時　　間 対象地域

11/29（水）
生 涯 学 習
の　　 森

Ⅰ部 １３時３０分～１５時 柏 原（ 崇　 広 ）

Ⅱ部 １５時３０分～１７時 柏 原（ 新　 井 ）

Ⅲ部 １８時～１９時３０分 柏 原 地 域 全 体

11/30（木）
和 　 田
出 張 所

Ⅰ部 １３時３０分～１５時 山 南（ 小　 川 ）

Ⅱ部 １５時３０分～１７時 山 南（ 和　 田 ）

Ⅲ部 １８時～１９時３０分 山 南 地 域 全 体

12/1（ 金 ）
山 南 住 民
セ ン タ ー

Ⅰ部 １３時３０分～１５時 山 南（ 上 久 下 ）

Ⅱ部 １５時３０分～１７時 山 南（ 久　 下 ）

Ⅲ部 １８時～１９時３０分 山 南 地 域 全 体

12/4（ 月 ）
市 島 住 民
セ ン タ ー

Ⅰ部 １３時３０分～１５時 市 島（ 吉　 見 ）

Ⅱ部 １５時３０分～１７時 市島（美和・鴨庄）

Ⅲ部 １８時～１９時３０分 市 島 地 域 全 体

12/5（ 火 ）
市 島 住 民
セ ン タ ー

Ⅰ部 １３時３０分～１５時 市島（前山・竹田）

Ⅱ部 １５時３０分～１７時 市島（前山・竹田）

Ⅲ部 １８時～１９時３０分 市 島 地 域 全 体

12/7（ 木 ）
春 　 日
公 民 館

Ⅰ部 １３時３０分～１５時 春日（黒井・舟城）

Ⅱ部 １５時３０分～１７時 春 日（ 大　 路 ）

Ⅲ部 １８時～１９時３０分 春 日 地 域 全 体

12/8（ 金 ）
春 　 日
公 民 館

Ⅰ部 １３時３０分～１５時 春 日（ 春 日 部 ）

Ⅱ部 １５時３０分～１７時 春 日（ 国　 領 ）

Ⅲ部 １８時～１９時３０分 春 日 地 域 全 体

12/14（木）
青 垣 住 民
セ ン タ ー

Ⅰ部 １３時３０分～１５時 青 垣（ 佐　 治 ）

Ⅱ部 １５時３０分～１７時 青 垣（ 芦　 田 ）

Ⅲ部 １８時～１９時３０分 青 垣 地 域 全 体

12/15（金）
青 垣 住 民
セ ン タ ー

Ⅰ部 １３時３０分～１５時 青 垣（ 神　 楽 ）

Ⅱ部 １５時３０分～１７時 青 垣（ 遠　 阪 ）

Ⅲ部 １８時～１９時３０分 青 垣 地 域 全 体

12/18（月）
氷 上 保 健
セ ン タ ー

Ⅰ部 １３時３０分～１５時 氷 上（ 中　 央 ）

Ⅱ部 １５時３０分～１７時 氷 上（　 東　）

Ⅲ部 １８時～１９時３０分 氷 上 地 域 全 体

12/19（火）
氷 上 保 健
セ ン タ ー

Ⅰ部 １３時３０分～１５時 氷 上（　 西　）

Ⅱ部 １５時３０分～１７時 氷 上（　 南　）

Ⅲ部 １８時～１９時３０分 氷 上 地 域 全 体

12/20（水）
氷 上 保 健
セ ン タ ー

Ⅰ部 １３時３０分～１５時 氷 上（　 北　）

Ⅱ部 １５時３０分～１７時 丹 波 市 全 体

Ⅲ部 １８時～１９時３０分 丹 波 市 全 体

職　名 氏　名 新　　所　　属　　等 旧　　所　　属　　等

10
月
１
日
付

　消防本部
主　事 福田　昌弘 消防署 総務課
主　事 飯谷　　崇 消防署 総務課
主　事 森重　真也 消防署 総務課
主　事 田中　雅之 消防署 総務課
主　事 由良　昌義 消防署 総務課
主　事 竹内　俊一 消防署 総務課
主　事 余田　崇志 消防署 総務課

　監査委員事務局
副課長 仲野　敏雄 監査委員事務局副事務局長兼監査係長 健康部国保診療所副課長兼庶務係長

10
月
16
日
付

　市長部局
課　長 山本　雅彦 建設部都市住宅課長 建設部都市住宅課長兼都市計画係長
係　長 浅場　泰則 建設部都市住宅課住宅管理係長 企画部心の合併室国体推進係長
係　長 永井　昭宏 建設部都市住宅課都市計画係長 建設部都市住宅課住宅管理係長

　消防本部
主　査 服部　　圭 消防署 総務課

11
月
１
付

　市長部局
主　査 荒木　信博 福祉部生活支援課 消防本部予防課

　消防本部
主　幹 片山　賀夫 予防課 企画部心の合併室

１０月から１１月にかけての人事異動についてお知らせします
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スポーツクラブ２１氷上南

子どもとともに大人も人権感覚を高めよう

　

山
南
地
域
内

小
学
校
人
権
学
習
交
流
会

　

子
ど
も
が
被
害
者
に
な
る
虐

待
・
暴
行
事
件
と
親
へ
の
反
抗

か
ら
殺
人
・
放
火
・
暴
力
事
件

が
毎
日
の
よ
う
に
起
き
て
い
ま

す
。
そ
の
解
決
方
法
は
い
ろ
い

ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
各
校

区
委
員
会
で
子
ど
も
た
ち
が
命

の
大
切
さ
を
学
ん
だ
こ
と
を
、

山
南
地
域
内
４
校
区
が
交
流
会

を
行
っ
て
多
く
の
大
人
に
発
信

し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
で
保

護
者
を
含
め
た
大
人
た
ち
と
話

し
あ
う
機
会
も
増
え
て
い
ま

す
。
あ
る
校
区
で
は
交
流
会
の

内
容
の
発
表
を
行
っ
た
り
、
話

し
あ
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
が
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
校
区
を
つ

く
る
た
め
に
、
キ
ャ
ッ
プ
（
子

ど
も
へ
の
暴
力
防
止
の
教
育
）、

ふ
る
さ
と
の
文
化
財
め
ぐ
り
の

歩
こ
う
会
、
仲
間
づ
く
り
の
た

め
の
キ
ン
ボ
ー
ル
教
室
、
大
人

と
子
ど
も
の
ふ
れ
あ
い
料
理
教

室
な
ど
を
計
画
実
施
し
、
子
ど

も
と
大
人
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で

人
権
感
覚
を
高
め
る
た
め
、
校

区
委
員
会
を
中
心
に
家
庭
・
学

校
・
地
域
・
行
政
が
一
体
と
な

っ
て
推
進
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交
流
を
！

　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
氷
上
南
は
、
健

康
の
保
持
増
進
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
間
交
流
、
世
代
間

交
流
の
推
進
を
第
一
に
、
イ
ベ
ン
ト
・
教

室
事
業
と
サ
ー
ク
ル
事
業
の
２
本
柱
で
運

営
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
イ
ベ
ン
ト
・
教
室
と
し
て
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
、
ク
ォ
ー
タ
ー

テ
ニ
ス
教
室
、
卓
球
教
室
、
テ
ニ
ス
教
室
、

ス
ケ
ー
ト
教
室
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
な

ど
、
地
域
の
み
な
さ
ん
が
参
加
し
や
す
い

ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
に
計
画
し
ま
し
た
。

　

特
に
ク
ォ
ー
タ
ー
テ
ニ
ス
の
普
及
に
は
力

を
入
れ
て
お
り
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
月
２

回
教
室
を
開
催
し
、
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま

で
が
黄
色
い
ス
ポ
ン
ジ
の
ボ
ー
ル
を
追
い
か

け
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
き
ま
し
た
。
今

後
も
さ
ら
に
活
動
の
輪
が
広
ま
り
、
定
着
し

て
い
け
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
サ
ー
ク
ル
活
動
と
し
て
は
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
手
軽
に
楽
し
め
る

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
マ
マ
さ
ん

た
ち
が
奮
闘
す
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
野
球

好
き
が
集
ま
る
軟
式
野
球
の
各
サ
ー
ク
ル

が
、
毎
週
練
習
に
汗
を
流
し
、
地
域
や

市
の
大
会
な
ど
に
出
場
し
て
い
ま
す
。
少

年
野
球
や
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
の

チ
ー
ム
も
当
ク
ラ
ブ
の
一
員
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
一
度
当
ク
ラ

ブ
の
事
業
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　    

南
保
健
福
祉
会
館 

☎
８
２
‐
４
０
３
３  

    

ま
た
は
最
寄
り
の
役
員
ま
で

［とき］　平成19年１月８日（月）

受付　午後０時30分～　

開会　午後１時 30 分～

［ところ］　かいばら生涯学習の

森アリーナ　（市柏原公民館）

［対　象］　昭和 61 年４月２日～

昭和 62 年４月１日生まれの方

［その他］　対象者の方には 10 月

初旬に案内ハガキを郵送していま

すが、お手元にハガキが届いてい

ない場合は、お手数ですが下記ま

でご連絡いただきますようお願い

します。
問 市教育委員会社会教育課生涯学習係   

  ☎    ７２‐１０４７（直通）

FAX   ７３‐０５８４

＊生き方を育む校区事業＊＊

＊スポーツクラブだより＊

第４回全日本小学校ホームページ大賞 ( Ｊ‐ＫＩＤＳ 大賞 
２００６) で、久下小学校・和田小学校・春日部小学校・黒
井小学校のホームページが兵庫県優秀校に選ばれました。
教育委員会では、学校ホームページを学校と児童・生徒、
保護者、さらには地域とつながる豊かなコミュニケーショ
ンの手段として位置づけ、積極的な運営に取り組んでいま
す。この機会に、各学校のホームページもあわせてご覧く
ださい。
　　　丹波市教育委員会のホームページからご覧いただけます。
　　　http://www.city.tamba.hyogo.jp/edu/

平
成
19
年 

丹
波
市
成
人
式
の
ご
案
内

Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
番
組
録
音
「
民
謡
を
た
ず
ね
て
」
入
場
者
募
集
！

ＮＨＫ神戸放送局と丹波
市が協力し、市の活性化
や文化振興をめざして公
開番組「民謡をたずねて」
を実施します。入場ご希
望の方はふるってご応募
ください。

［ 録音日時 ］    12 月 16 日 ( 土 )
　　　　　　   午後２時～４時（開場午後１時３０分）

［収録場所］  ライフピアいちじま大ホール             

　　　　　　（全席自由）
［出   演   者］高橋キヨ子、成世昌平ほか

［定      　員］約５００名

［ 申込方法 ］往復はがきに必要事項を記載の

　　　　　　上 投函してください。
　　　　　　（一枚につきおひとり様）
　往面表　　下記の申し込み先

　往面裏　　入場希望者の住所・氏名・年齢･

　　　　　　電話番号
　復面表　　申込みをされた方の住所・氏名

　復面裏　　白紙のまま（応募結果を印刷します )

［申込締切］　12 月１日（金）必着

〒６６９‐３３０９　丹波市柏原町柏
原５２５‐１　丹波市教育委員会社会教育課

「民謡をたずねて」係　☎７２‐０３３５
※応募多数の場合は、抽選となります。
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10 月２6 日、市内の障害者約１４０人が、三ツ塚ふれあい
センター愛育館などで、引率者やボランティアなど約９０
人の声援の中、グラウンド・ゴルフや囲碁ボール、ストラッ
クアウトなどのニュースポーツを楽しみ、交流を深めまし
た。参加者のみなさんの、いつもとちがういきいきとした
笑顔に、ボランティアの方々もとても喜んでおられました。
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問 申

問

��
�
�

��

�

�

�

�

こんなことやってま
す

こんなことやって
ま

す
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兵庫県優秀校が決定
������ ����� ����� �����

「ふれあいスポーツの集い」を開催
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問　

☎
87
‐
０
３
６
３

青
垣

公

民

館

人
権
講
演
会

◇
と　

き　

12
月
９
日(

土)

午
後
７
時
30
分
〜

◇
と
こ
ろ　

青
垣
住
民
セ
ン
タ
ー
別
館
ホ
ー
ル

◇
テ
ー
マ　
（
仮
）「
ホ
ー
ム
レ
ス
」

◇
講　

師　

有
限
会
社
ビ
ッ
グ
イ
シ
ュ
ー
日
本

 　
　
　
　
　

代
表
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ　

佐
野
章
二
氏

も
み
じ
の
里
駅
伝
大
会

　
「
も
み
じ
の
里
駅
伝
大
会
（
青
垣
体
育
振
興
会

主
催
）」
を
、
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

小
学
校
の
部
か
ら
一
般
の
部
ま
で
、
毎
年
市

内
外
か
ら
多
く
の
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
す
。
冬

の
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
力
走
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
と　

き　

12
月
10
日(

日)

◇
と
こ
ろ　

青
垣
住
民
セ
ン
タ
ー
前
〜
佐
治
市
街
地

◇
部　

門　

一
般
の
部
、中
学
生(

男
女)

の
部
、

　

小
学
生(

男
女)

の
部

そ
の
他
の
催
し

「
四
季
自
然
観
察
会
」

12
月
３
日(

日)　

午
後
１
時
〜

篠
山
市
栗
柄
の
谷
中
分
水
界
を
歩
く

青
垣
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里

「
糸
紡
ぎ
教
室
」

12
月
10
日(

日)　

午
前
10
時
〜

丹
波
布
伝
承
館(

参
加
費
１
，
０
０
０
円)

「
ツ
ル
性
植
物
作
品
展
」

12
月
10
日(

日)

〜
１
月
28
日(

日)　

午
前
９
時
〜

青
垣
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里

◇内　容［第１部］ＰＴＡ活動実践発
表 ( 遠阪小学校・春日中学校）

［第２部］青少年の主張大会 ( 小学生
の部・中学生の部・高校生の部及び一
般の部 )［第３部］講演会　講師　今
村克彦氏　演題「ホンマの子どもら、
見たってや！」～子ども自身が、一番
輝きたいと思っている今～

市教育委員会社会教育課生涯学習係
　 ☎  ７２－１０４７( 直通 )

 　 FAX ７３－０５８４

市内の小中高校生が未来について考
えていることや、日常生活、学校生
活の中で感じていること、大人たち
に訴えたいことを発表します。参加
は自由ですので、ご家族、お友だち
お誘いあわせの上ご来場ください。

◇と　き　12 月９日 ( 土）

                　受付　正午～  
　　　　　開会　午後１時～
◇ところ　春日文化ホール　

問

第１回　丹波市青少年の主張大会

  
問　

☎
85
‐
３
０
３
０

市
島

公

民

館

人
権
講
演
会

◇
と　

き　

12
月
15
日
（
金
）
午
後
７
時
30
分
〜

◇
と
こ
ろ　

ラ
イ
フ
ピ
ア
い
ち
じ
ま
研
修
室

◇
テ
ー
マ　

報
道
と
人
権
‐
取
材
を
通
し
て
人

　

権
を
考
え
る
‐「
子
ど
も
の
姿
と
子
守
唄
」

◇
講　

師　

毎
日
放
送
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー　
　

　
　
　
　
　

今
道　

彰 

氏

ファミリーバドミントン

����
���
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　☎８２－５９４５　http://www.city.tamba.hyogo.jp/edu/ueno/

丹波市立　植野記念美術館　　丹波市氷上町西中６１５－４ 開館時間 / 午前 10 時から午後 5 時（月曜日休館）
入館料 / 大人 600 円、学生 400 円、小･中学生 200
円（ココロンカード利用可、20名以上団体割引）

～没後５０年メモリアル～

マリー・ローランサン展 会期：１２月１７日（日）まで

　図　書　館
　　　　［市立図書館連絡先］
  　　中央　☎８２－７１００
  　　柏原　☎７２－２５５２
  　　青垣　☎８７－１１１１
  　　春日　☎７４－０２２５
  　　山南　☎７７－０３１０
  　　市島　☎８５－３０３０　

｢ お知らせ ｣
◇市内の各図書館は、１２月２９日か
ら１月３日まで休館します。（中央図書
館と市島図書館は、図書整理のため１
月４日も休館します。）
◇１２月１５日から１２月２８日の期
間は、貸出冊数を１人８冊とします。
みなさまのご利用をお待ちしています。
☆井上妙子様（氷上町横田）から図書
券を寄贈いただきました。ありがとう
ございました。

｢ 中央図書館 ｣

◇１５日（金）午後１時３０分～
古典文学を読む会

◇９日（土）午前１０時３０分～
おはなし会（幼児向け）
◇１２日（火）午前１０時３０分～
おはなし会（幼児向け）
◇１６日（土）午前１１時～
おはなし会（小学生向け）
◇２３日（土）午前１０時３０分～
おはなし会（幼児向け）

「柏原図書館」
◇１６日（土）午前１０時３０分～
おはなし会（幼児向け）
◇１６日（土）午後２時～
おはなし会（幼稚園から小学生低学年向け）

「青垣図書館」
◇１６日（土）午前１１時～
おはなし会（幼児から小学生向け）

「山南図書館」
◇６日（水）午前１０時３０分～
おはなし会（幼児向け）
◇９日（土）午前１０時３０分～
おはなし会（幼稚園から小学生低学年向け）

������

ローランサンの作品は、時代背景や彼女の心境の変化と同調し、その
色彩や筆づかいも少しずつ変化します。そして、やさしさの中にも憂
いを秘めた独特の世界を確立していきます。詩情豊な彼女の世界を、
ぜひ、あなたのこころで感じてください。

♪ミュージアムコンサート
　『パリの風ただよう、やさしい癒しのひと時を…』
　♪シャンソン歌手 奥田佳子　♪ピアニスト 田村　綾

　と　き　12 月３日（日）　午後 1 時 30 分から

　ところ　美術館２階　フロア

［柏原子育て学習センター］
◇２日（土）午前 10 時 30 分～
おはなし会
◇５日（火）午前 10 時～
食育学習会 ( いずみ会 )
◇１４日（木）午前 10 時～
クリスマスファミリーコンサート
◇１５日（金）午前９時 30 分～
個別相談会

「氷上子育て学習センター」
◇２日（土）午前 10 時～
クリスマスツリーを飾ろう

大型バスに乗ってみんなで福知山動物園に行きました。 

おサルさんをはじめ、ウサギ・ヤギ・ペリカン・カメな

どたくさんの動物を見ることができました。見るだけで

なく、さわったりえさをあげたり、大きなカメの背中に

乗ることもできました。思った以上に近寄ってきたサル

にびっくりした子、予想以上に動物と仲良しになり、ふ

れあう姿にびっくりされるお母さんやお

ばあちゃん、おじいちゃんたち・・・。

お昼はお天気もよく、動物たちを見なが

ら外で食べる手づくりお弁当はとっても

おいしかったようです。お腹も心も満腹

になった一日でした。

�����������

����������

　
子育て学習センター

　　[ 子育て学習センター連絡先 ]　　
　　柏原　☎７２－４７４７
　　氷上　☎８２－１００１（代表）
　　青垣　☎８７－１９１９
　　春日　☎７４－３０４０
　　山南　☎７７－３１６０
　　市島　☎８５－３０３０（代表）

◇６日（水）午前 10 時～
キッズ大国クリスマス会

「青垣子育て学習センター」
◇１日（金）午前９時～
個別相談
◇８日（金）午前 10 時～
クリスマスクッキング
◇１３日（水）午前 10 時～
クリスマス会
◇１５日（金）午前９時～
のびのびカフェ

「春日子育て学習センター」
◇９日（土）午後１時 30 分～
子育て相談会
◇１６日 ( 土 ) 午前 10 時 30 分～
クリスマスお楽しみ会
◇２２日（金）午前 10 時～
トトロの会クリスマス

「山南子育て学習センター」
◇６日（水）午前 10 時～
クリスマスを飾ろう
◇７日（木）午前 10 時～
みんなげんきでクリスマス
◇１４日（木）午前 10 時～
ひよこクラス　ひよこのかわいい
クリスマス　わいわい相談

「市島子育て学習センター」
◇１日（金）午前 10 時～
わかば教室　リースづくり
◇６日（水）午前９時～ ( 要予約 )
個別相談会
◇１５日（金）午前 10 時～
わかば教室　クリスマス会

※会場表示がないものは、各子育

て学習センターが会場となります。
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◇１０日（日）午前１０時３０分～
きりがみあそび ( 幼稚園から小学生の
親子 )
◇１７日（日）午前１０時３０分～
おはなし会のクリスマス ( 幼稚園から
小学生低学年向け )

「市島図書館」
◇３日（日）午前１０時３０分～
おりがみ教室 ( 小学生まで )
◇９日（土）午前１０時３０分～
おはなし会（幼児向け）
◇１６日（土）午前１０時３０分～
おはなし会（幼稚園から小学生低学
年向け）
◇２３日（土）午前１０時３０分～
おはなし会（小学生向け）

※会場表示がないものは、各図書館
が会場となります。

１２月のお知らせとイベントカレンダー

１２月のイベントカレンダー
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  ｢ この本読んだ？おもしろかったよ。」
そんな声が聞こえてきそうな楽しい作品がずらり

11 月３日　ギャラリートーク風景

マリー・ローランサン美術館　吉澤 公寿 氏

��　　　　������������ ������������　　　　��

図書館で ゆったりとした ひとときを．．．

一般書

「自分自身への審問」
辺見   庸 著　毎日新聞社

脳出血で倒れ、癌で入院。入院
中にしたためた、新たな生のた
めの遺言。自問自答を繰り返し、
生と死、国家と戦争を巡る問題
への求心を試みている。

                  児童書

「なぞなぞのすきな女の子」
松岡享子 作　大社玲子 絵　

学習研究社

なぞなぞのすきな女の子は、なぞ
なぞのあいてをさがしに森に出か
けました。おなかをすかせたオオ
カミに出会ってしまいますが、な
ぞなぞでオオカミを困らせてしま
います。（やさしいおはなし  対象
/ 小学低学年から）

 「わたしが描くイメージ絵＆手作り絵本展」は、８年前から山南館で毎年読書
週間に行われています。きっかけは、ある日の午後、お母さんと図書館にやっ
てきた２歳の女の子が、絵本を自分なりに表現して楽しそうにお絵かきする様
子をカウンター越しに見かけたことでした。「読書の楽しみ方を紹介するとと
もに、創造する力を育み、本をもっと好きになってもらおう」と、読んだ本か
ら想像（イメージ）した世界を、絵で表現していただいています。水彩画あり、
クレヨンあり、切り絵あり、どんぐりあり・・・？ ! 今年も９０点の応募があり、
たくさんの方々に見ていただきました。もしかしたら、本を読むことの楽しさ
を教えてくれる一冊に出会えたかもしれませんね。また、手作り絵本も、お母
さんとお子さんの共同作品など、アイディアあふれる作品でいっぱい。ぬくも
りある作品を見ていると、楽しい製作風景が目に浮かんでくるようです。

♪おすすめの１冊
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「
高
齢
者
虐
待
防
止
・
養
護
者
支
援
法
」
で
は
、「
高

齢
者
の
虐
待
と
は
、
家
族
な
ど
養
護
者
に
よ
る
虐
待

ま
た
は
養
介
護
施
設
従
事
者
な
ど
に
よ
る
虐
待
」
と

定
義
し
て
い
ま
す
。
虐
待
問
題
の
難
し
い
と
こ
ろ
は
、

介
護
者
が
介
護
に
よ
り
心
身
と
も
に
疲
労
し
、
追
い

詰
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
こ
と
で
す
。

虐
待
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

理
由
で
自
分
で
は
歯
止
め
が
き
か
な
く
な
っ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
虐
待
を
発
見
し
た
人
に
は

通
報
義
務
が
あ
り
ま
す

　

虐
待
に
気
づ
い
た
人
は
、
市
区
町
村
に
通
報
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。
早
期
に
発
見
し
、
第
三
者
が
介
入

す
る
こ
と
で
、
虐
待
の
深
刻
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
虐
待
に
気
づ
い
た
と
き
は
、
一
人
で
抱
え
込
ん
だ

り
悩
ん
だ
り
せ
ず
、
市
の
相
談
機
関
な
ど
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

高齢者虐待を防ぎましょう

４月１日から「高齢者虐待防止・養護者支援法」が
施行されました

こんなことが
「高齢者虐待」になります

　

高
齢
者
虐
待
に
関
す
る
総
合
相
談
窓
口
は
、
今

年
４
月
か
ら
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
拠
点
と
し

て
市
に
設
置
さ
れ
た
「
丹
波
市
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
で
す
。
虐
待
の
早
期
発
見
・
防
止
、
権

利
擁
護
な
ど
の
高
齢
者
の
人
権
や
財
産
を
守
る
取

り
組
み
か
ら
、
介
護
予
防
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
、

福
祉
・
医
療
の
連
携
体
制
の
整
備
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
を
包
括
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

丹波市地域包括支援センター　
☎７４‐０３６８
柏原けやき苑介護支援センター
☎７３‐１１８５
青葉荘在宅介護支援センター　
☎８２‐７３２９
ふれあいの郷もくせい在宅介護
支援センター
☎８７‐１１７０
おかの花在宅介護支援センター
☎７４‐１７００
在宅介護支援センターやまじ　
☎７７‐３２４７
丹寿荘在宅介護支援センター　
☎８５‐１１１１

春日庁舎生活支援課（丹波市地域包括支援センター）☎７４‐０３６８問

[ 丹波市の高齢者総合相談窓口 ]

  特設人権相談所
１２月４日からの人権週間にあわせて、特設人権相談
所を開設します。差別やうわさ、いやがらせ、いじめ
などの人権問題や、家庭内のもめごと、近隣とのトラ
ブルなどでお悩みの方は、お気軽にご相談ください。
相談は無料で、秘密は固く守られます。

柏原人権擁護委員協議会（神戸地方法務局柏原支
局内）　☎７２‐０１７６または市役所人権啓発セン
ター　☎ ８２‐０２４２
１２月　２日 ( 土 ) 山南公民館 ( 午後 1 時 30 分～ 4 時 )
１２月    ４日 ( 月 ) ハートフルかすが　　
１２月    ５日 ( 火 ) 柏原人権啓発センター
１２月    ６日 ( 水 ) さわさぎ館　　　　　
１２月    ７日 ( 木 ) 氷上健康福祉センター
１２月    ８日 ( 金 ) 市島住民センター　　

［相談時間］午前 9 時 30 分～午後 3 時
※都合により、山南会場は日時と場所を変更していま
すのでご注意ください。

  電話相談
ひとりで悩まず、電話してください

「女性の人権ホットライン」
ナビダイヤル、ゼロナナゼロのハートライン

 ☎０５７０‐０７０‐８１０
「子どもの人権１１０番」

ナビダイヤル、ぜろななぜろのひゃくとおばん

 ☎０５７０‐０７０‐１１０
［相談時間］平日午前８時 30 分～午後５時

  行政相談
１２月　４日（月）ハートフルかすが
１２月　６日（水）さわさぎ館
１２月　８日（金）市島住民センター
１２月１１日（月）市役所第１相談室
１２月１５日（金）福祉センターさんなん荘
１２月２０日（水）柏原木の根センター

［相談時間］午後１時３０分～

問

  弁護士による
  「丹波市暮らしの無料法律相談会」

あなたの悩みや問題は、法律を使うことによって解決で
きるかもしれません。この機会にぜひご相談ください。

［相談内容］不動産、お金の貸し借り、悪徳商法、各
種損害賠償、労働問題、離婚・相続・借金の整理、各
種裁判手続きなど各種法律相談。

［と　き］１２月１０日（日）午後１時～４時
［ところ］かいばら生涯学習の森
［対象者］市内在住・在勤者
［申込方法］１１月２９日から下記の電話番号にて電

話予約を受け付けます（先着順）。
［主　催］兵庫県弁護士会・丹波ひまわり基金法律事務所
［共　催］丹波市
［後　援］丹波県民局、丹波市社会福祉協議会

丹波ひまわり基金法律事務所 ☎７３‐１７７７

  無料登記法律相談会
◇土地家屋調査士による土地建物の表示登記に関す
る相談

［相談内容］建物の新築・増築・滅失の際の登記、土
地の分筆・合筆の登記、土地地目変更の登記、境界の
調査・測量などの相談。
◇司法書士による権利登記、商業法人登記、各種裁判
手続きなどに関する相談

［相談内容］土地家屋等の売買、相続、担保権などの
権利に関する登記、遺言、高齢者の財産管理、成年後
見制度、多重債務および破産手続きなど各種相談。

［と　き］１２月１３日（木）午前９時～正午
［ところ］ハートフルかすが　２階会議室
［共　催］県司法書士会柏原支部・県土地家屋調査士

会但馬支部
※予約不要。当日直接会場にお越しください。

 卯野事務所  ☎８２- ４８４０

　1 ２月の相談

問

問

◇譲渡を希望される方　市内在住の障害手帳をお持
ちの方で、障害により福祉機器を必要としている方

（申請の際に手帳の写しを提出していたください )。
※機器の運搬などの費用は譲渡を希望される方の自
己負担です。

春日庁舎生活支援課障害福祉係 ☎７４‐０２２２

‐丹波市福祉機器リサイクル事業‐
福祉機器のリサイクル用品
登録者を募集！！

市では、１０月から「福祉機器のリサイクル事業」
をはじめました。ご家庭に、まだ充分使えるのに不
要になった車いすや電動ベッドなど、無償で提供い
ただけるものがありましたらご連絡ください。提供
の申し出のあった機器は、市の台帳に登録し、随時
あっ旋します。なお、機器については提供者の方に
保管していただき、譲渡を希望される方に直接受け
渡しいただきます。
◇対象機器　電動ベッド、電動車いす、移動用リフ
ト、歩行器、車いす、座保持装置、エアーマットな
どの「じょくそう予防用具」および「体位変換器」 問

譲渡を希望
す　る　方

市の台帳に登録

登録
機器の
紹介

登録

引き渡し

�����

問

問

介護保険要介護認定者の
障害者控除について

所得税などの申告で、心身に障害のある方について
は、従来から障害者控除の対象とされています。介
護保険で要介護認定を受けている方についても、市
長が障害者控除の認定基準に準ずる者と認定した場
合については、障害者控除の対象となります。障害
者控除を受けられる方は、「障害者控除対象者認定
書」が必要ですので、春日庁舎介護保険課、市役所
地域振興課、各支所で交付申請を行ってください。

春日庁舎介護保険課 ☎７４‐１０４９

療育手帳の交付対象者に
発達障害児 ( 者 ) が加わりました

これまで発達障害児（者）については、療育手帳の
対象ではありませんでしたが、平成１８年４月から
療育手帳が交付されることになりました。申請・相
談・詳細については下記までお問い合わせください。

春日庁舎生活支援課障害福祉係
 ☎７２‐０２２２

提供者

身体的虐待
高齢者の身体に外傷が生じ、または生じるお
それのある暴行を加えること

□　たたく、つねる、殴る、蹴る、やけどを
　　負わせるなど
□　ベッドにしばりつけたり、意図的に薬を
　　過剰に与えるなど

心理的虐待
高齢者に対する著しい暴言または著しく拒絶
的な対応その他の高齢者に著しい心理的外傷
を与える言動を行うこと

□　排泄などの失敗に対して高齢者に恥をか
　　かせる
□　子ども扱いをする、怒鳴る、ののしる、　
　　悪口を言うなど

性的虐待

高齢者にわいせつな行為をすることまたは高
齢者をしてわいせつな行為をさせること

□　懲罰的に下半身を裸にして放置すること

□　キス、性器への接触、セックスを強要す
　　るなど

経済的逆転
高齢者の財産を不当に処分することその他高
齢者から不当に財産上の利益を得ること

□　必要な金銭を渡さない、使わせない

□　本人の不動産、年金、預貯金などを本人
　　の意思・利益に反して使用するなど

介護・世話の放棄・放任

高齢者を衰弱させるような著しい減食または
長時間の放置、その他高齢者の養護を著しく
怠ること

□　髪が伸び放題だったり、皮膚が汚れている

□　空腹状態、脱水状態、また栄養失調の状
　　態にある
□　劣悪な住環境の中に放置し生活させるな
　　ど経済的虐待
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今月の

税

口座振替で

納付いただいて

いる方は、納期限

までに口座残高

の確認をお願

いします。[ 次回予定 ]
固定資産税（第３期）１２月２５日（月）まで
国民健康保険税（第７期）１月４日（木）まで

市役所税務課 ☎８２‐１００１（代）

����

問

住基カードを取得しませんか？

顔写真付きの住基カードは、運転免許証などと同様
に身分証明証として利用できます。申請は本人のみ
有効で、郵送による申請も受け付けます。ただし、
１５歳未満の方や成年被後見人の場合は、法定代理
人による申請になります（委任状が必要）。住基カ
ードの即日交付はできませんので、後日、市役所か
ら送付する照会書などをご持参の上、申請者が申請
窓口へお越しください。
◇申請時に必要なもの
１．手数料（５００円）
２．印鑑
３．顔写真付きのカード
　　を希望される方のみ、
　　上半身、無帽・無背
　　景で 6 か月以内に撮
　　影された写真（縦４５mm ×横３５mm）
◇交付時に必要なもの
１．本人確認できるもの（運転免許証、健康保険証
　　など官公署が発行した証明書）
２．印鑑
３．照会書（市から郵送した書類）
◇申請先　市役所市民課または春日庁舎地域振興
　課、各支所

市役所市民課 ☎８２‐２００２
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問

問

　

米
の
需
給
調
整
に
つ
い
て
は
、
平
成

14
年
12
月
、「
米
づ
く
り
の
本
来
あ
る

べ
き
姿
」
を
平
成
22
年
ま
で
に
実
現
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
た
『
米
政
策
改
革

大
綱
』
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
は
、
平
成
16
年
か
ら
18
年

を
改
革
へ
の
第
１
ス
テ
ー
ジ
と
位
置
づ

け
、
生
産
調
整
面
積
の
配
分
や
全
国
一
律

の
助
成
体
系
か
ら
、
販
売
実
績
を
基
礎
に

し
た
米
の
生
産
数
量
の
傾
斜
配
分
へ
の

転
換
や
担
い
手
の
明
確
化
、
地
域
の
創
意

工
夫
に
よ
る
産
地
づ
く
り
対
策
な
ど
に

変
更
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

第
２
ス
テ
ー
ジ
と
な
る
平
成
19
年
か

ら
は
、
更
な
る
改
革
推
進
と
し
て
次
の

よ
う
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。

① 

従
来
の
国
、
県
、
市
に
よ
る
生
産
数

量
目
標
の
配
分
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
が
、

需
要
見
通
し
な
ど
需
給
に
関
す
る
情
報

に
基
づ
き
、
農
業
者
や
農
業
者
団
体
が

主
体
的
に
需
給
調
整
を
実
施
し
ま
す
。

② 

Ｊ
Ａ
な
ど
米
の
集
荷
販
売
業
者
が
生

産
調
整
方
針
を
作
成
し
、
シ
ス
テ
ム
の

中
核
と
な
っ
て
、
丹
波
市
地
域
水
田
農

業
推
進
協
議
会
（
地
域
協
議
会
）
か
ら

提
供
さ
れ
る
情
報
な
ど
を
基
に
、
生
産

数
量
目
標
を
決
定
し
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ

Ａ
な
ど
当
該
方
針
作
成
者
の
生
産
調
整

方
針
に
参
加
す
る
農
業
者
に
対
し
、
生

産
数
量
目
標
を
配
分
し
ま
す
。

③ 

地
域
協
議
会
は
、
行
政
、
関
係
機
関

お
よ
び
方
針
作
成
者
の
実
効
あ
る
形
で

の
参
画
の
下
、
方
針
作
成
者
間
の
調
整
、

配
分
の
一
般
ル
ー
ル
の
設
定
な
ど
に
よ

り
方
針
作
成
者
の
主
体
的
な
需
給
調
整

を
支
援
し
、
地
域
全
体
の
調
整
機
関
と

し
て
の
役
割
を
担
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
生
産
調
整
の
中
核
が

Ｊ
Ａ
な
ど
の
生
産
調
整
方
針
作
成
者
に

移
行
す
る
一
方
、
米
を
取
り
巻
く
現
状

は
、
消
費
量
は
長
期
的
に
一
貫
し
て
減

少
し
て
お
り
、
ブ
レ
ン
ド
米
な
ど
の
低

価
格
米
の
消
費
も
増
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
需
要
状
況
の
厳
し
さ
は
一
層
の
拍

車
が
か
か
っ
た
状
況
で
あ
り
、
更
な
る

生
産
調
整
の
拡
大
と
米
価
の
下
落
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
か
ら
は
、
方
針
作
成
者
が

作
成
す
る
生
産
調
整
方
針
に
参
加
す
る

農
業
者
に
、
方
針
作
成
者
か
ら
米
の
生

産
数
量
目
標
の
配
分
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
生
産
調
整
の
実
効
性
を

確
保
す
る
に
は
、
よ
り
多
く
の
農
家
の

生
産
調
整
方
針
へ
の
参
加
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
産
地
づ
く
り
交
付
金
な
ど
の

メ
リ
ッ
ト
措
置
を
受
け
る
に
は
、
必
ず

生
産
調
整
方
針
に
参
加
し
、
配
分
内
で

主
食
用
水
稲
の
作
付
を
実
施
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
丹
波
市
の
振
興

作
物
の
販
売
を
さ
れ
て
い
る
農
家
は
、

生
産
調
整
方
針
に
参
加
さ
れ
る
こ
と
が

産
地
づ
く
り
交
付
金
を
受
け
る
条
件
と

な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

春
日
庁
舎
農
林
振
興
課

    

☎
７
４
‐
１
４
６
５

平
成
19
年
か
ら

新
た
な
米
の
需
給
調
整
シ
ス
テ
ム
が
は
じ
ま
り
ま
す

国民健康保険税（第６期）
１１月３０日（木）まで

問
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都市計画道路の廃止に関する
説明会を開催します

市では、平成１６年度から都市計画道路の見直しに
取り組んでいます。その結果、長期にわたって未着
手であった柏原町柏原地内の道路を廃止することと
なりました。その内容（経緯や理由など）について
の説明会をつぎのとおり開催します。
と　き　１２月９日（土）　午後７時～８時
ところ　柏原支所２階　会議室
内　容　１．都市計画道路の廃止についての説明（柏
原高谷線  約０．９ｋｍ、深田落合線  約０．４ｋｍ）
２．その他（質疑など）

都市住宅課都市計画係 ☎７４‐２３６４

家畜等有機物の施肥について

安全・安心な農産物を栽培するための土づくり対策
として、家畜等有機物の堆肥を散布されたときは、
すき込みや覆土などにより、周辺に迷惑がかからな
いよう環境に配慮しましょう。近くに民家などがあ
る場合は特に注意しましょう。

�����

気温がマイナス４度以下になると、防寒対策が不完
全な水道管は、凍ったり破裂することがあります。
昨年も、12 月 22 日夜からの積雪によって冷え込み
が厳しくなり、多くの家庭で宅内の水道管が破裂し
ました。各ご家庭で凍結防止対策をしましょう。

[ 水道管の凍結を防ぐには？］

蛇口や水道管に、発砲スチロールや布を巻き、その
上からビニールテープなどで巻きつけましょう。ま
た、寒さの厳しい時には、ビニール袋に発砲スチロ
ールや厚手の布を入れて、メーターボックスの中に
詰め込むと保温をするのに効果的です。

［水道が凍って水がでないときは？］

蛇口などが凍ったときは、そのまま自然に溶けるの
を待つか、タオルをかぶせてその上からゆっくりと
ぬるま湯をかけて溶かしましょう。直接水道管など
に熱湯をかけると、破裂することがありますので注
意しましょう。

［水道管が破裂したときは？］

メーターボックスの中にある止水栓を閉めて、市指
定給水工事業者に連絡し、修理の依頼をしてくださ
い。市指定給水工事業者が分からないときは、市役
所水道部または各支所水道サービスセンターにお問
い合わせください。

山南支所水道部工務課　☎７７- ０４６０

[ 水道料金改定のお知らせ ]　

平成１９年４月使用分から水道料金を改定します。
詳しい改定内容は、１０月から１１月にかけて水道
メーター検針時に各戸に配布していますパンフレッ
トか市のホームページをご覧ください。

水道管は寒さが苦手  冬は凍結の防止対策を！

問

◇家賃　所得により決定 ( 毎年の申告が必要で所得
区分に応じて変動します )

市では、次のとおり市営住宅の入居者を募集して
います。入居をご希望の方は、所定の申込書に必
要事項を記入の上、必要書類を添えて、春日庁舎
都市住宅課または市役所地域振興課および各支所
までお申し込みください。

市営住宅入居者募集

政令月額（円） 柊団地 竹田団地
かすが

平松団地

0 ～ 123,000 23,100 25,400 18,700
123,001 ～ 153,000 28,000 30,800 22,600
153,001 ～ 178,000 33,100 36,400 26,800
178,001 ～ 200,000 38,200 42,000 30,900

（予定金額：円）

◇敷金　家賃の３か月分　◇入居資格　①政令月
額 200,000 円以内の世帯（ただし、  小学校就学前
の子どもがいる世帯などは 268,000 円以内） ※ 年
間所得－扶養控除等÷１２月＝政令月額／月あた
り　②住宅に困窮されている方③現に同居し、ま
たは同居しようとする親族のある方（２名以上
の親族同居要）④連帯保証人（２名・政令月額
123,000 円以上で市内在住者）のある方⑤市税な
どの滞納がない方⑥団地および周辺地　域で円滑
な共同生活を営むことのできる方⑦申し込み日か
ら３か月以内に結婚（入籍）予定者がある方（婚
約証明書、入籍後戸籍謄本の提出要）
◇受付期間　1 ２月１日 ( 金 ) ～ １４日 ( 木 ) 
◇申込方法　住民票（入居しようとする方全員）、
所得証明書（所得がある方全員）、納税証明書（該
当する方全員）などを添えて入居申込書を提出し
てください。
◇入居者の決定　申込者多数の場合は、資格審査
後、抽選により決定します。
◇入居予定時期　平成１８年１月中旬以降
◇その他　別途、光熱水費・共益費負担や自治会
への加入が必要です。また、重複申し込みもでき
ます。詳しくは都市住宅課までお問い合わせくだ
さい。なお、市内の県営住宅の申込登録も随時受
け付けています。

春日庁舎 都市住宅課　☎７４‐２３６４問

市営住宅柊団地

市島町喜多１０２０　
中層耐火構造３階建３
ＤＫ住宅・浄化槽　平
成５年建築�

  募集戸数
各団地１戸　

市営住宅竹田団地　

市島町中竹田４５０８
中層耐火構造３階建（エ
レベーター）３ＬＤＫ
住宅・下水道・オール
電化　平成１４年建築

市営住宅かすが平松団地

春日町平松６１‐1　中
層耐火３階建（エレベー
ター）２ＬＤＫ住宅・下
水道　平成１１年建築
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お悔やみ申し上げます

����������� ������

10 月届出順
敬称略

お誕生おめでとうございます
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問

平成 19 年 4 月から保育所に入所される園
児の申込受付を次のとおり行います。入
所を希望される方は、期限までにお申し
込みください。
◇入所の要件　
共働き家庭など、同居の家族 ( ７０歳未
満 ) 全員が昼間家庭で充分な保育をする
ことができない家庭の児童 ( 理由の証明
書が必要 )。
◇保育の実施期間
概ね生後６か月の乳児から就学前まで

平
成
19
年
度

�
�
�
�
�
�
�
�
�

◇受付場所
市役所地域振興課、春日庁舎少子課、各支
所または入所を希望される各保育所
◇提出書類　　

「保育所入所申込書」「保護者等が保育する
ことができない証明書（勤務証明などの保
育に欠ける証明書）」　

春日庁舎少子課 ☎７４‐１６０１また
は市内の各保育所

入所実施基準とは？

申込期間内に提出された中で、入所定

員を超える保育所については、入所要

件を総合的に判断し緊急度の高い順に

入所内定の選考を行います。保育所入

所要件の低い児童（求職活動中など）は、

希望の保育所および希望月には入所で

きない場合があります。なお、４月入

所の内定は、２月上旬ごろの予定です。

転入や職場復帰などで年度途中で

の入所を予定しているときは？

入所希望月を明記の上、できるだけ

12 月 15 日までに申請してください。

※ただし、12 月 15 日までに申し込まれた

方も、入所を約束するものではなく、保育

所の定員や保育士の配置などにより、希望

の保育所への入所が困難な場合があります

のでご了承ください。

＊
受
付
期
間
＊

11
月
20
日
（
月
）
〜
12
月
15
日
（
金
）
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問

問

市　役　所　 ☎８２－１００１
春 日 庁 舎 　☎７４－０２２１
柏 原 支 所 　☎７２－０５４４
青 垣 支 所 　☎８７－１００１

「こうのとりの会 X’ mas Party2006
 in KOBE」参加者募集！！

農山漁村部在住の男性と都市部などの女性との出会
いを応援する「こうのとりの会」が、年末恒例のク
リスマスパーティーを開催します。音楽・ゲーム・
大抽選会などを予定しています。楽しい雰囲気の中
で新しい出会いを見つけませんか。参加には事前の
会員登録 ( 無料 ) が必要です。下記までお問い合わ
せください。
と　き　１２月９日 ( 土 )　正午～午後３時
ところ　ニューオータニ神戸ハーバーランド
参加費　男性　５，０００円　女性　４，０００円
定　員　２０歳以上の独身男女各１２０人 ( 男性は
県内の農山漁村部在住者に限定 )

( 財 ) 兵庫県青少年本部こうのとりの会事務局
TEL&FAX ０７８‐３６６‐４３２１（電話受付は火
～日の午前９時～午後５時１５分）

丹波市防災講演会のご案内

と　き　１２月６日（水）午後６時～８時
ところ　ポップアップホール
講　演�「地震などの大規模災害に対応するために」
講　師　河田惠昭氏（京都大学防災研究所長・教授）
[ 講師プロフィール ]
人と防災未来センター長。著書に「スーパー都市災
害から生き残る」「必携 地震対策完全マニュアル」
など。

市役所生活安全課　☎８２－１５３２

平成１８年度 丹波地域ひょうご防災カレッジ
フェニックス共済地域別フォーラム

と　き　１２月１６日（土）午後２時～
ところ　ポップアップホール（氷上町ゆめタウン内）
講　演　「気象と災害」
　　　　講師　神戸海洋気象台防災気象官
主　催　丹波県民局

丹波県民局防災課　☎７２‐０５００

年度途中月の入所の内定は？

入所希望月の前月１０日以降に入所の

審査を行い、前月２０日前後に内定通

知を送付します。

入所 ( 園 ) するための要件って？

次の①～⑥の該当家庭の児童です。

①家庭外労働（会社に勤務）

②家庭内労働（内職・自営業など）

③保護者の病気 ( 母の出産・入院など）

④病人の看護等（家族の介護）

⑤家庭の災害復旧の期間

⑥市長が認める家庭　（求職活動中など）

山 南 支 所 　☎７７－０２４０
市 島 支 所 　☎８５－１００１
教育委員会　 ☎７２－０３３５
消 防 本 部 　☎７２－２２５５
　

通常の市役所業務は
年内は１２月２８日まで

年始は１月４日から行います
１２月 2 ９日（金）から 1 月 3 日（水）まで、
市役所・各支所は宿日直対応となりますのでご
了承ください。この間、住民票や印鑑証明、所
得証明などの発行はできませんのでご注意くだ
さい。なお、出生や死亡など届出の受付は行
います。

�

問

入所が不承諾の場合は？

第 1 希望の保育所に入所ができなか

った場合は、保護者の意向を聞き取り、

第 2 希望への入所または入所待機児

童として翌月審査に引き継がれます。

問

申
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（
＊
期
日
厳
守
）

保育料の算定方法は？

入所が内定した方には、２月に保育

料算定のための源泉徴収票 ( 会社で

発行）または確定申告書 ( 税務署に

提出）の写しを必ず提出いただきま

す（コピー可。）主に児童を扶養して

いる父母の所得税の合計、ま

たは世帯状況の聞き取りに

より算定します。

����������
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TAMBA CITY TOPICS
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